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部長：「それではみなさん、送りオオカミとかには気をつけて帰ってね〜〜！！」 

全員：「ありがとうございましたあ〜〜！！」 

 

いよいよここからオトコどもの駆け引きは佳境に入る・・・ 

 

無礼講専修医：「美人先生、終電なくなってしまいましたねえ〜。（シメシメ・・・）では僕が送りまし

ょうか❤ 」 

美人先生：「それがねえ〜、チャラ男くんが送ってくれるって。他の研修医たちも送って行くんだっ

て〜。ほんといい子だよね〜〜」 

無礼講専修医：「あ、でも・・・💦」 

チャラ男研修医：「先生、僕が送るんで大丈夫ですよ！先生、遠回りになってしまうでしょ？」 

さわやか研修医：「僕たちの方が家が近いみたいですし、気になさらないでくださいね〜。」 

外面研修医：「お疲れ様でした〜〜！！（この先輩、空気読んでほしいなあ〜〜🌢🌢・・・）」 

 

無礼講専修医：「あ、いや、その、僕が送り届けるから・・・💦 💦」 

 

そのつぶやきも虚しく、美人先生を乗せた車は無情にも“ブイーーーン”と走り去ってしまった・・・ 

 

するとその一部始終を見ていた部長がニヤニヤしながら近づいて来て一言・・・ 

 

部長：「そんなに送り届けたいんやったら、悪いけどボクを家まで送ってくれる？？」 

 

美人先生が座るはずだった助手席に部長が座っている現実を受け止められないまま、僕は自宅

と逆方向にある部長の家まで送り届けることとなった・・・ 

雨も降っていないのにフロントガラスに映る夜景がやたらにじんでいた・・・🌢 

この悔しさは次回の部活で新たなターゲットを見つけて晴らしてくれよう・・・ 

 

 

 

【変集者後記】 

飲み会の後のあるあるシーンである。これを目的に血尿、いや鼻血を流して部活に勤しんでいる

部員も少なからずいるのであろう。 

しかしオトコっていうのはいつの時代も、下心を持つと単純（本能のまま）で哀れなものである。そ

れでも同じことを繰り返してしまうのがオトコであり、その都度ツラいのである。この専修医には次

回以降も部活動を頑張ってもらって、是非続編を作ってもらいたいものでる・・・・・・・・・というか、

ほっておいても自然に出来そうである・・・・・・ 

みなさま、乞うご期待！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

  

 

 

     

 

ブイイ――――ン！！ 


